
 

 

 

 

 
 

令和６年度 上長崎小学校 教育目標等について 
 

 昨年度から新たに掲げております「学校教育目標」と、その達成のために特に力を入れ

ていく「令和６年度重点努力事項（概要）」は、次のとおりです。 

 保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、あらためまして、今年度も本校教育活動

に対し、ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 

学校教育目標  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点努力事項 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自己有用感：社会（集団）に対する信頼と、その社会（集団）の一員であることの 喜びの感覚。 

       価値ある存在であるという実感（存在感）、自分が役に立つ行動をしているという状況（貢

献）、自分の行動や存在が認められているという状況（承認）などの要素からなる。 

 

 
上長崎小 学校だより 

 
  

令和６年４月 2４日 第４号   

         発行者 校長 山本 高靖   

～学校教育目標～ 

まちを愛し 人とつながり 夢に向かう 

☆      ☆ まち☆人☆夢  

「夢に向かう」 
 

将来の夢や目標に向かって、困

難を乗り越え、自ら努力を継続し

ていくことのできる資質・能力、

確かな学力や健康・体力などを含

む、いわゆる「夢を実現する力」

を育みます 

「まちを愛し」 
 

長崎のまち（上長崎小校区や

長崎市、長崎県など）の「ひと・

もの・こと」に学び、そのよさ

や課題を自分事として捉えな

がら、長崎のまちを愛する資

質・能力を育みます 

 

「挨拶、マナー、 

あったか言葉」が 

更に身に付くように

取組を工夫します 

 

職員の笑顔が児童の

笑顔につながります

楽しく、働き続けたい

職場をつくります 

児童の自己有用感を

高める工夫と、児童理

解に基づく規範意識

の醸成を図ります 

全ての児童の学びの

機会を保障するとと

もに、学力向上の取組

を一層推進します 

「人とつながり」 
 

自他を大切にし、家族や仲間を

はじめ多様な他者と絆を紡ぎ、ル

ールやマナーを身に付け、互いに

支え合い、誰もが自分らしく楽し

く幸せに生きていくことのでき

る資質・能力を育みます 

まちを愛し 人とつながり 夢に向かう 


